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－専修大学国際交流センター  グローバル人材育成プロジェクト－ 

令和８年度寮内留学プログラム（後期）・ 

SiUインターナショナルプログラム募集要項 

１． プログラム趣旨 

寮内留学プログラムでは、本学国際交流協定校からの交換留学生及び短期留学生の滞在する「専修大

学国際交流会館」にレジデント・パートナー（RP）として約６か月間入寮します。専修大学２１世紀ビ

ジョンのもと、留学生との協働生活を通じて異文化理解や国際コミュニケーション力を養います。後期

参加者は、「SiUインターナショナルプログラム」を受講し、留学生との協働学修にも取り組みます。 

参加者には、正規課程の学業と両立できることに加え、自己成長への意欲、留学生をサポートする積極

性やボランティア精神、そして異なるバックグラウンドを持つ他者との協働ができる力が求められます。 

 

２．プログラム期間 

令和８年９月１日（火）～令和９年２月２７日（土）１６９日間 

※プログラム期間中「専修大学国際交流会館」に滞在。12/23～1/3 については年末年始休暇期間に 

伴う一時退寮期間となります。 

 

３．プログラム内容 

（１）目標設定講義 

〔令和８年９月１日（火）、１２月中旬〕（予定）９０分/日×２日＝３時間（予定） 

寮内留学プログラムでは、学びを最大限に活かすために、開始時に目標設定を行います。このプロ

グラムで何を達成したいのかを明確にし、行動計画を立てることで、より充実した時間を過ごすこ

とができます。さらに、中間期には目標の振り返りを実施し、進捗を確認しながら改善点を見つけ

ることで、より大きな成果に繋げます。 

  

（２）English Camp 

〔令和８年９月４日（金）、8 日（火）、9 日（水）、１０日（木）、１１日（金）〕（予定） 

４時間/日×５日＝２０時間（予定） 

本プログラムでは、「日本文化・歴史・日本事情やキャンパスライフ」をテーマに、英語によるダイ

アログ（対話）を実施します。リサーチ・分析・発表・情報共有・意見交換といったプロセスを通

じて、英語でのコミュニケーション力を高めるだけでなく、異なる視点を理解し、多角的な考え方

を身につけることができます。アクティブ・ラーニングをとおして、主体的に学び、実践しながら

多角的な視野を育みます。 

 

（３）異文化間コミュニケーショントレーニング 

〔令和８年９月１５日（火）及び９月１６日（水）〕（予定） ３時間/日×２日＝６時間（予定） 

異文化間コミュニケーショントレーニングでは、多様な文化背景を持つ留学生と共に生活するうえ

で欠かせない「異文化理解力」と「コミュニケーション力」を、グループワークを通じて分かりや

すく学びます。「多文化共生」をテーマに、対話や協働を重ねながら、共に暮らすための基礎を築き、

より豊かな交流を実現することを目指します。 
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（４）レジデント・パートナー（RP） 

〔令和８年９月１日（火）～令和９年２月２７日（土）〕 

国際交流会館に滞在し、特別聴講生、日本理解（BCL）プログラム及び日本語・日本事情（JLC）

プログラムに参加する短期留学生の学習・日常生活をサポートします。 

 

（５）プログラムアサイメント 

① プレゼンテーション 

来日した留学生に向けて、日本の生活などをテーマに、英語と日本語でプレゼンテーションを

行います。異なる言語で情報を発信することで、表現力やコミュニケーション力を高めるとと

もに、日本文化をより深く理解する機会となります。 

② マンスリーレポートの提出（５回） 

毎月、自分の目標を設定し、達成に向けて主体的に取り組みます。月末には進捗や成果を振り

返り、達成度を報告することで、計画力と実行力を高めるとともに、継続的な成長を実感でき

ます。 

③ 寮内留学プログラム最終報告会 

寮内留学プログラムの締めくくりとして、これまで学んだことをテーマに最終プレゼンテーシ

ョンを行います。自分の成長を振り返り、学びを言葉にして発信することで、達成感を確認し、

新たな気づきを得る機会となります。 

 

（６）短期留学生の日本語授業への参加、課外活動のアテンド 

    短期留学生が参加する「日本語・日本事情プログラム」や「日本理解プログラム」の日本語授業に、

クラスビジターとして参加し、学習をサポートします。さらに、課外活動にも同行し、日本文化体

験をサポートすることで、留学生との交流を深めながら、自身の学びも広げます。プログラム期間

中は、正規授業と重ならない限り、すべての課外活動に参加します。なお、課外活動にかかる入場

料や交通費は各自負担となります。 

 

（７）SiUインターナショナルプログラムの受講 

国際交流協定校からの留学生と共に「日本理解プログラム」*の授業の一部を英語で受講し、日本文

化や日本のビジネスについて留学生と共に英語で学習します。また、「海外客員教授特別講演会」で

は経済学についての授業を英語で受講します。国内にいながらにして海外留学体験ができるだけで

なく、知識の修得、英語による授業でのコミュニケーション力の醸成はもちろん、課題に対する多

面的な理解や複眼的な思考力を習得し、密度の濃い学びにつなげることができます。 

「SiUインターナショナルプログラム」は、令和８年度から【グローバルスタディ（日本研究）（１

単位）】として開講され、履修者には成績評価が行われます。 

*日本理解プログラムとは…国際交流協定校からの留学生向けに、英語で日本文化や日本のビジネスについて学ぶプ

ログラムです。 

「日本理解プログラム」   合計４５０分（予定） 

「海外客員教授特別講演会」 ９０分/回×１コマ＝９０分（予定） 

 

４．募集人数 

１０名  
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５．応募条件 

① プログラムの趣旨を理解し、参加目的が明確なこと 

② 【２～４年次生】選考時に確定している GPA（入学時からの累積）が 2.0 以上であること 

【１年次生】令和８年度前期の GPAが 2.0以上であること 

※１年次生については、応募時には令和８年度前期の成績は未確定のため、当該成績が確定した

時点で GPAが 2.0を下回った場合、参加取消となります。 

③ 心身ともに、本プログラム参加に支障がないと見込まれること 

④ 異文化に柔軟に適応でき、居住者のプライバシーに配慮し、共同生活を送れること 

⑤ 誓約書に記載されている事項に同意し、保証人の承諾が得られること 

⑥ 短期留学生と一緒に「日本理解プログラム(BCL)」を受講可能な英語力があること 

（TOEFL ITP🄬テスト 430点以上または英検®2級以上） 

⑦ 諸手続き等において遅延なく行えること 

⑧ プログラム期間中、本学の指示に従うことができること 

※本プログラム対象者は、本学在学生（休学者及び休学予定者を除く）とし、前期・後期それぞれ１回までの参加と

します。 

 

６．応募書類 

① 寮内留学プログラム参加申込書［様式１－１］ 

② 寮内留学プログラム応募理由書［様式１－２］ 

③ 誓約書［様式２］ 

④ 承諾書［様式３］ 

⑤ 保健調査票 

⑥ 学業成績証明書（和文１通） 

※１年次生を除く。１年次生は選考後、候補者に対し別途学業成績証明書提出について指示します。 

⑦ 語学能力試験の証明書（TOEFL ITP🄬テスト 430 点以上または英検®2 級以上取得している場合は

提出してください。） 

※上記①～⑤の応募書類は、生田キャンパス国際交流センター（９号館５F）または神田キャンパスグロー バルカウン

ター（１０号館１５F）にて配付します。 

※⑥は教務課横の証明書自動発行機で取得してください。 

提出先：【生田】国際交流センター（９号館５F）【神田】グローバルカウンター（１０号館１５F） 

 

７．申込締切   

令和８年６月２３日（火）午後４時３０分 

 

８．選考 

（１）選考方法 

適性検査（筆記試験）・書類審査及び面接試験の総合評価により選考します。 

 

（２）選考日程 

適性検査（筆記試験）   令和８年６月２６日（金） 

選考［面接、書類審査］   令和８年７月４日１１日（土） 

※適性検査（筆記試験）・書類審査及び面接試験の総合評価により選考します。ただし、申込人数が大幅
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に募集人数を越えた場合、適性検査（筆記試験）の結果をもって第一次選考合格者を発表し、書類審査

及び面接試験を第二次選考とする二段階選考を実施する可能性があります。 

 

９．プログラム費用 

２８７，０００円（概算） 

※English Camp 受講料、異文化間コミュニケーショントレーニング受講料、SiU インターナショナルプロ

グラム受講料及び国際交流会館宿泊費を含みます。 

※費用は専修大学寮内留学プログラム補助金支給額が控除されています。 

※プログラム費用は概算であり、変更になる場合があります。 

※国際交流会館では食事の提供はありません。 

※留学生と一緒に参加する課外活動に関わる交通費、入場料等はプログラム費用とは別に各自負担となり

ます。入場料等の概算金額は 15,000 円～20,000 円です。 

 

【専修大学寮内留学プログラム補助金】 

寮内留学プログラム参加者の経済的負担を軽減し、グローバル人材の育成を支援することを目

的として、補助金を支給する。 

    

１０．その他 

①他の留学プログラムと重複して参加を希望する場合は、申込前に必ず生田キャンパス国際交流センターまた

は神田キャンパスグローバルカウンターに相談に来てください。 

②応募に関しての質問・相談等は、生田キャンパス国際交流センターまたは神田キャンパスグローバルカウン

ターに相談してください。 

 

１１．問い合わせ先 

専修大学 国際交流センター（生田キャンパス 9 号館 5 階） 

平日: 9:00～16:30 TEL: 044-911-1250 

グローバルカウンター（神田キャンパス 10 号館 15 階） 

平日: 9:00～16:30 TEL: 03-3265-3835  

E-mail: iaffairs@acc.senshu-u.ac.jp (両キャンパス共通) 

以  上 

 


